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あすのこチーム　みんなで運営！
祖父母から親世代、子･孫世代へと
多世代が無理なく､楽しく、枠を超えて

◆子どもたちの自由な
遊びと学び活動に

｢あすのこ広場｣と｢アスレの
森｣を子どもたち自身が考え、
企画しながら楽しむ！

それぞれのチームを繋ぎながらサポート。
会計業務、助成金、クラファン、募金、
企業とのコラボなど対応。

◆それぞれのチームを繋ぐ

◆｢アスレの森｣と｢あすのこ
広場｣の維持と保全活動

地域住民と学校、子ども、保護者､サークルメ
ンバーが関東学院大学など近隣大学やみどり
の協会、樹木医などと連携し、こまめな草刈
りや手入れをしながら維持と保全に取り組む。

◆見守りチームメンバーに！
｢あすのこ広場｣施工後、運営がスタートし
たら、子どもたちの｢アスレの森｣利用の際
の見守りや森のメンテ、植栽、企画､広報、
マネージメントなど得意なチームに！

◆楽しく植栽！
花のボランティア
｢ガーデンボランティ
アすみれ｣や草花に興
味のある地域住民、
保護者が子どもたち
と楽しく植栽！
｢あすのこ広場｣を楽
しく癒やされる緑と
花の広場に

◆仲間を集め、
｢あすのこ広場｣の
活動を広く伝える！
｢あすのこ広場｣と｢アスレ
の森｣を広く知ってもら
い、活動に気軽に参加し
てもらうために。広報や
募集活動を展開！

町内の掲示板
あすのこ広場
の常設コーナー

公式HP
｢あすのこ｣LINE
インスタなど
SNS等の発信など

グリーン
アドバイザーの
アドバイス

まちの
花屋さんと連携

樹木医など
専門家との連携

無理なく、独自のイベントも企画しながら、地
域のさまざまなサークルなどにも発表や活動の
場として参画してもらう。
また安全教室なども学校や消防団、ネイチャー
ガイドと連携し企画実施。

◆いろんな企画を無理なく楽しく♬

◆みんなで造る！
地域住民と関東学院大学、自然や拠点づくり
に興味のあるボランティアも地域枠にとらわ
れず幅広く募りみんなで広場づくりに取り組
むことで、あすのこ広場をたくさんの人に
知ってもらう機会もになる。

瀬ケ崎小学校の
創立から70年‼
周年行事の度に
地域と学校が協働し、
森の手入れをし
愛されてきた歴史

関東学院大学
とのコラボ

ワークショップや
みどりアップ

南共済病院との連携

まちの先生や
横浜市や金沢区、大学の
ボランティアサポートセンター

企業との連携

わんぱくランド整備の歴史（30 周年記念誌より） 

町内会、自治会の
見守り・防犯パトロール
防災班などとの連携

地域の
スポーツ団体、
サークルなどへの
呼びかけ

金沢区民
活動センター
“ゆめかもん”

横浜市緑の協会や
公園愛護会、

町内会等のグリーン
ボランティア
との連携

森づくり
ボランティアの
登録や研修
アドバイザーの
派遣や連携

関東学院大学の建築･環境学部研究室主催
大学生と子ども・地域住民のワークショップ開催
（2015 年～25 回実施）



ヨコハマ市民まち普請事業

２次コンテスト事前質問集 

【提案名グループ名】 

「アスレの森」を残す会「あすのこ」 

事 前 質 問 回  答  欄 

朝比奈委員 

① ウッドデッキの土台や基礎はどのよう

になりますか。

基礎部分はコンクリート製のコンクリ

ートピンコロと呼ばれる四角形の基礎

石を使用予定 

② ウッドデッキはどのような使い方をし

ますか。授業、地域の方たちの普段の利

用などシーンを想定して教えてくださ

い。

〇メインウッドデッキ 

授業：グラウンドでの活動の休憩や応援観

戦の場。合唱や劇などの発表の場 

地域：ヨガや体操教室、ダンスなどのイベ

ント開催や発表の場、グラウンドでの試合

観戦や休憩場所として。のんびり座って森

をながめながら過ごす場。 

〇ミニウッドデッキ 

授業：休み時間は友達とおしゃべりした

り、休憩したり、たのしく過ごす場として。

読み聞かせや読書の時間として利用。総合

学習等、様々な授業でのグループ学習の場

として。 

地域：ゆっくり森を眺めながら、休憩した

り読書したり、おしゃべりする場として利

用。 

植松委員 

① 現地視察に伺った際、とても素晴らし

い空間で、今のまま＝デッキではなく

芝生、緑地帯のままで充分素敵だと感

じられましたが、これをデッキにしよ

うとする必要性を教えて下さい。

緑地帯は天気がいい時も湿気が多く、特

に雨天後は、ぬかるみ状態になるため、活

動をためらう場合が多いです。そこで緑地

帯の一部に広いウッドデッキを設置し、広

場の整備をする事で雨天後も｢アスレの

森｣の前での活動が活発になり、天候にか

かわらず快適に過ごすことができると考

えます。 



グラウンドや教室からも森のシンボル

として広がるウッドデッキは、わくわくす

る場として、アスレの森へ誘う重要な働き

をしてくれます。また、回遊の小径やミニ

ウッドデッキなどがあることは、子どもた

ちの遊びや観察場所としての機能を妨げ

ることもありません。むしろある程度整備

することで、緑地帯での活動の可能性が広

がり、これまで以上に自然に親しむ契機と

なるのでは期待しています。 

② ウッドデッキは案外腐食が早く、特に

こちらの土地のような、樹木や丘地か

らの湿度がもたらされるような場所で

は 10 年ほどで腐食が始まることがあ

りますが、その場合の対策はどのよう

に考えていらっしゃるでしょうか。

基礎部分や柱の部分などは、樹脂などの人

工木材を使うことで、湿気による腐食の課

題にも対応。床下の風通しなどにも考慮

し、長く使用できるかと思います。天然木

については、定期的な塗装整備（最低 2年

に 1度）を考えています。 

③ 回遊の小径は、車椅子とその介助のス

ペースを十分にとり、傾斜などにも充

分に配慮する必要がありますが、それ

だけの場所を確保出来そうでしょう

か。

設計段階でも傾斜は緩やかに計画してお

り、介助者にとって小径と草地の段差も少

ないので問題ありません。スペースもとく

に問題ありません。 

川原委員 

質問なし 

後藤委員 

① ミニウッドデッキの利用イメージを具

体的に教えてください。

ミニウッドデッキの想定している利用方

法については朝比奈委員の質問②の回答

内容と同じになります。 

杉崎委員 

① 施設やグループの活動以外で地域住民

等が自由に森に入ることができる時間

はありますか。

地域住民の利用は、現時点では、基本的に

土曜日・日曜日の学校開放時が対象となり

ます。 

また、近隣の小学校や幼稚園、保育園等の

利用に関しては引率の先生や保育士が対

応してくれることを前提に平日も利用可

能です。 

② ミニウッドデッキを整備するに至る経

緯、また想定している利用方法を教え

これまでのワークショップ開催で参加し

た子どもたちや保護者、地域住人から屋外



てください。 でおしゃべりしたり、のんびり過ごせる場

所やぼーっとしたり、落ち着く場所がほし

いという希望がありました。丸太椅子やベ

ンチづくり等のワークショップを通して、

落ち着くスペースや心地よい場所につい

て体感。みんなで手作りのミニウッドデッ

キも造りたいとの声が上がりました。

ミニウッドデッキの想定している利用方

法については朝比奈委員の質問②の回答

内容と同じになります。 

鳥海委員 

① 現地視察させていただき、「アスレの

森」はとても素敵な場所だと実感しま

した。自然の中で過ごすこと、自由に遊

べる環境の大切さを知っている「あす

のこ」さんが隣接する箇所にこれだけ

の造作物を必要とされる理由を教えて

ください。

｢アスレの森｣の素晴らしさや親しみにつ

いては、アウトドア好きな大人や子どもは

充分感じていると思います。しかし虫や草

木が苦手な子どもたちや保護者、自然に触

れあうきっかけのない地域住民も多くい

ます。そういった子どもや地域住民もメイ

ンウッドデッキやミニデッキなどがある

ことで、そこに座り、木々や鳥の声を聴き

ながら居心地の良さを体感したり、回遊の

小径での散策、花壇の季節の草花を楽しむ

ことで、｢アスレの森｣の自然にもっと親し

むきっかけになると考えています。 

② 基本的に「アスレの森」と別物として、

子どもたちの活動は森の下で完結する

とのことでしたが、造作物を作ること

によって、大切にしている「アスレの

森」の課外活動自体をどう変化させて

いきたいかを教えてください。

｢アスレの森｣は六浦東のランドマークで

あり、類い希な財産であると考えていま

す。六浦東地区は瀬ケ崎小学校で育ち、地

域の担い手として定住している人が多い

地域です。愛着ある小学校の中に皆が集え

るウッドデッキなど、親しみやすい広場を

つくることは、｢アスレの森｣の価値を再確

認し、森への愛着を持つ人が増えると共

に、地域の人的繋がりも育まれ、地域全体

で森の保全や維持管理をしていく上でも

重要な役割を果たします。 

小学校は防災拠点でもあり、ウッドデッ

キのある｢あすのこ広場｣を防災キャンプ、

炊き出しなどにも利用でき、地域住民の防



災にとって極めて有用です。 

 ｢あすのこ広場｣ができることで活動の

内容など、質量ともに拡がり、自然から遠

ざかりがちな大人、子どもにとって五感を

使って自然を体験できる貴重な場になる

と確信しています。 

未来のまちを担う子どもたちの成長は、

地域の発展や住民福祉にとっても大切な

意味をもっていると考えます。 

③ 小学生だけではなく、近隣幼稚園保育

園を含めた子どもたちの活動、自然に

親しめる環境をこれからも大切にする

ために一番必要だと思っている造作物

はなんですか？

子どもから大人まで、地域の多世代が集ま

り、ゆっくり過ごせるウッドデッキです！ 

また、森に繋がるちょっと遊び心のあるミ

ニデッキが点在する広場も、森の散策が難

しい小さな子どもたちにとって、森への関

心を高めながら無理なく遊べる場になる

のではないかと考えています。 

肥後委員 

① 学校に近隣の方が気軽に訪れることに

心配はありませんか？

平日、児童がいる時間帯は正門での解錠

等、学校の管理下で行われ、出入りチェッ

クも可能なので特に心配はしていません。

土日の学校開放時は、グラウンド利用団体

の管理下にあるので登録の利用団体と相

談していきたいと思います。地域に開かれ

た学校としての伝統もあるので工夫し検

討していきます。 

松村委員 

① 児童が利用することはイメージが湧く

のですが、地域の方々はどのように利

用されると想定していますか？

〇講師を招いてヨガ・体操教室や森のサウ

ナ、ピザ・パン焼き講座、野鳥や草花など

の自然観察会、コーヒー講座、野点、アク

セサリー手作り講座の開催。災害救助犬や

盲導犬教室などの企画など。 

〇保健活動推進委員と協働し、フレイル予

防体操教室、消防団と協働しての防災教室

など多世代向けのイベントを企画。 

〇大学と連携したワークショップも引き

続き開催。みどりアップ活動ともコラボ。 

こうしたイベントで地域住民の交流や



人材の更なる掘り起こしをしたい。 

〇バザーやフリーマーケットの企画開催。 

〇花壇整備のボランティアと協働して、広

場の花壇整備をし、季節のテーマに沿って

楽しい草花の広場にも！花を愛でに、地域

の老人会や婦人会などが憩える広場にし

ていく予定です。 

〇町内会単位での婦人会の集まりやイベ

ントを気軽に開催。

毎年小学校で実施されている六浦東地区

全体の防災訓練、芸能祭、社明大会などを

広場を使った企画としても検討中です。 

コロナ前には小学校で毎年開催していた

六浦東地区の地域・子ども交流イベント

｢ふれあいまつり｣（地域の青少年育成関係

者やまちの先生などが中心に、ゲームや工

作、着付け、手芸教室など実施）の再開も

検討しています。 

土日にイベントなどがなくても、見守りス

タッフのいる日は広場を開放。ウッドデッ

キに腰掛け、鳥の声や森の緑を眺め、ゆっ

くり過ごす癒やしの場として、それぞれが

落ち着くデッキや空間で過ごせること。そ

れが地域の大人も子どもにとっても最大

の魅力ではないでしょうか。 

② アスレの森の木を、整備に用いる計画

はありますか？

すでに手入れの際に出た間伐材を使って

ワークショップによる丸太ベンチの製作・

設置やウッドチップを広場整備に利用し

ています。今後も同様の活動を続けるとと

もに、さらに地域に呼びかけ、こまめに森

や広場の安全点検や整備に取り組みます。

少人数でも、定期的に整備することで作業

効率も高め、ウッドデッキや森の保全・整

備においてもベストだと思います。 

③ 整備後の維持管理にかかる費用は、ど

のように作り出す予定ですか？

〇恒常的な募金の呼びかけ。 

〇イベント実施の際、会費の一部を森や広

場の整備費用として利用。 



〇フリーマーケット、バザーを開催し、収

益を活動運営と整備費用に充てることを

考えています。 




